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[原著]

ダイコン栽培品種におけるイソチオシアネート含有量の差異

枚本哲史・浅尾浩史・ JII島伸一人越智康治*・梶田季生*

奈良県農業総合センタ- 634-0813 穏涼7打開条IIU-88

*ナント稜苗株式会社研究開発音1¥ 633…2101 宇陀市大宇陀五iiln 8 

Difference of Isothiocyanate Contents between ]apanese Radish Cultivars 

Akihito SUGIMOTO，日iroshiASAO， Shinichi KA WASHIMA *， Yasuharu OCHI* and Sueo KAJlT A * 

Nara Pr巴fecturalAgricultural Experiment Station， Kashihara， Nara 630 0813 

*Nanto Seed Co. Ltd. Research and Development Division， Uda， Nara 633 -2101 

Summary 

Isothiocyanates (ITC). which have specific cruciferous pungent or bitter tastes， are associated with 

antibacterial， antimicrobial. and anti-carcinogenic properties. We investigated ITC contents obtained in different 

root parts of radish (Raphanus sativus L.) grown in one of two seasons (August or November harvest). Radish 

cultivars were 13: 5 green neck radish cultivars (Aokubil， 2 white neck radish cultivars (Shirokubi). and 6 mini 

radish cultivars (Mini daikon) including ‘1 waidaikon' as a vegetable of “traditional vegetables of Yamato area¥ 

Results show that ITC contents of Aokubi were higher in plants harvested in August than in those harvested in 

November. ITC contents of Aokubi and Shirokubi were significantly higher in the lower part of root than in the 

upper or middle parts_ However二nosignificant difference of ITC cont巴ntswas found in a vertical direction of 

some Mini daikon. The ITC cont巴ntsof the summer type of Aokul】iwere higher than those of Shirokubi or the 

autumn type of Aokubi. Cluster analysis of ITC contents in three different root parts among Mini daikon 

suggested six cultivars of three groups: each group has a similar vertical distribution of ITC. Furthermore， the 

distribution of ITC in roots of‘Iwaidaikon' was similar to that for cultivars consumed as a salad. 

アブラナ科植物には，特有の二次代謝物であるカラシ

il!1配糖体のグルコシノレートが存在する.グルコシノレ

ートはs-チオグルコシド，スルフォネートオキシムお
よび側鎖から構成される.1WJ鎖はそれぞれ，メチオニン，

トリプトファンおよび，フェニルアラニンあるいはチロ

シンのアミノ酸に由来し，その構造によってグルコシノ

レートは，それぞれ，アリファティック系，インドール

系およびアロマティク系の3グループに大別される.グ

ルコシノレートは，植物組織の損傷や破壊を受けると内

在酵素のミロシナーゼ(チオグルコシダーゼ， EC 

3.2.1.147) によって，イソチオシアネート，ニトリル，

チオシアネート，エピチオニトリルおよびオキサゾリジ

ンなどの化合物に加水分解される :1) それらの中でも

平成23il三10月17E1受領， 王子成24年 1月11EI受理

(Received Oct. 17， 2011 ; Accepted J an. 11， 2012) 

“NCS"基を持つイソチオシアネートは，アブラナ科野

菜が持つ独特の風味，苦味あるいはさ手!床の原因となる成

分であり， Friis'Kjar9!によってダイコンの恨部を潰

したときに生じる辛味成分はアリファティック系のグル

コシノレートであるグルコラファサチンから生じた 4ー

メチルー3-チオブテニルイソチオシアネートであると再

定されている.ダイコン 7品種における食!床試験と 4-

メチルー3-チオブテニルイソチオシアネート含有量を比

較した報告15)では，合有最が高い品積ほど食べた時に

辛i床を感じる傾向が示された.これまで 4-メチルー

3チオブテニルイソチオシアネートの抗バクテリア作

用 1)や抗菌作用17)が報告されている.さらに，イソチ

オシアネートの発がん抑制効果に閲して検討した知見も

多く，尿中のイソチオシアネートの排i!l/:frIが多いほど!羽

i住期前後の手しカ宝んのリスクカf低くなる 8)，あるいはアリ
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ルイソチオシアネートが勝目光がんの化学的予防や治療薬

として期待できるれなどの報告がある.これらのこと

から，イソチオシアネートはダイコンの食味を左右する

成分であることや機能性も期待できるため，ダイコンの

背離を行ううえで重要な指標になると考えられる.

ダイコンはEI本の野菜生jli'i:m:の1:1_1でパレイショに;火い

で 2番1=1の生産量(1.593千tI年)であり，奈良県にお

けるダイコンの生産は約5，000t /年と全国では第431立

であるHI 奈良県は降)-!-日ダイコンから系統選抜された

直径 3cm程度の刻11いものを‘祝だいこん'とし「大手nの
伝統野菜」に認定している. ‘祝だいこん'は「雑煮だ

いこん」とも呼ばれ，大和地方では正月の雑煮}/Jとして

使1IJされており，季節に欠かせない野菜である. がiだ

いこん'や同系統のi旦)-1-EIダイコンは，地上nl$が葉物野

菜やカイワレダイコンとして出荷されているが，十良部の

他の用途を検討することは需要時期を延ばし，生産を拡

大するために重要である.

これまで，ダイコンのグルコシノレート含有益にIWし

て， Carlsonら<1)はt'dl1A111) i主呉を1111iりよく検討しており，

江111奇・小野111奇7)は部批，主|ミ背ステージあるいは品韓11日

差呉について報告している.石井.1m侠jj)は土性の種

類，肥料，作現およびマルチ被覆などの栽培方法による

ダイコンのイソチオシアネート合手111::の速いについて報

している.iiU立で、は， Nakamuraら!:lJカ汁ザtiダイコ
ンや伝統的に栽培されているダイコンをよ1-1いてミロシナ

ーゼの分布やその活性あるいはグルコシノレート含有力?

について報告している.グルコシノレートの生成は栽:tT:!r

1:1"の気ilfitやH射によって影響を受けること 6，161がまnら

れており， 2 ir'.I1lJ同じ期間で栽精したレッドラディッシ

ュのグルコシノレート含有哉は栽培年で有意に変化した

との報告いもある.多岐にわたってダイコンのイソチ

オシアネートやグルコシノレートについての報告がある

が，同一W1IHJで栽精したダイコンの，¥=，'，l1Ti間差異や奥なる

|悲報.え世間(GfE|尽き .I
守，'¥mll…101'

第 11玄! ダイコン131WI種の形態

栽培時期において根部の部位ごとの分布を比較した報告

は少ない.

本報告では司同時期に栽培したダイコンの品種IIrJ差異

や異なる栽培時期において根部のi首位ごとのイソチオシ

アネート含有量の評舗を行うとともに，奈良県の「大和|

の{云統野菜Jであるのlだいこん'と他の品離のイソチ

オシアネート含有量を比較することで新たな用途を検討

した.

材料および方法

1)供試材料

夏系青白ーダイコン 3品種(‘スーパー夏信 ‘夏の砦'

および‘夏っかさ， ) ，秋系古首ダイコン 2IWd'1!i:(‘冬人

88' と‘優等生，) ，夏秋系(1首ダイコン 2品検〔‘位1:'=1'

と‘NR303' (ナント韓所有種系統)) ，および ミニダ

イコン 6品被〔‘NmR-I01' (ナント積百i育種系統)， 

‘ I~といちばん紫\ ‘おいばね¥ ‘おむすびッシュ¥ ‘ホ

ワイトスティック'および・祝だいこん， )を合めた全

131'11'1聴を，ナント韓首蜘宇wヒ背離研究出場(奈良県宇

陀ijn において2010年 8))から12月にかけて 31可に分

けて収穫した(第 11火]).

‘スーパ-}1信¥ ‘夏の砦'および‘立っかさ'を

6月 8Hに捕醸し， 8)J6EIに収穫した.栽培条件は条

11¥)40 cm，株IIlJ25cmの2条植えとし，施IJ巴条件は慣行ど

おりとした.各品種についてそれぞれ311母体の艇部を供

試材料とし 1111il1本ごとにサンプリングした.

‘スーパー夏信1 ・夏の砦¥ ‘夏っかさ¥ ‘冬人88'， 

‘{長等生¥ ‘他1"1' および‘NR303' (ナント韓首育種系

統)の計 7品種を 9月 61:1に嬬種し， 11月16EI ~こ収穫

した.栽培条件は，条11¥)40cm，株IIlJ25cmの2条植えと

し，施JJ巴条件は慣行どおりとした.各品極あたりそれぞ

れ3個体の根部を供試材料とし 1似体ごとにサンプリン

グした.

赤ダイコン品種の‘NmR-101'(ナント種苗育種系統)， 

紫ダイコン品種の‘i床いちばん紫¥辛味ダイコン品種

の‘おいばねサラダや煮炊き}刊に育種された‘おむ

すびッシュ'と‘ホワイトスティック¥および奈良県

の f大和の伝統野菜Jの一つである':j?Gだいこん'のミ

ニダイコン 6品種を 9月2HJに播種し， 12月10EIに収

穫した.栽培条件は，条11'iJ20cm，株111]20cmの 3条千鳥

植えとし，施11盟条件は慣行どおりとした. 市1だいこん'

は911司体，他のt'fl'111Iiはそれぞれ 3悩体の根部を供試材料

とし 111削本ごとにサンプリングした.

全ての供試材料の絞端を除いた長さに対し基調iから

1/4， 1/2および 3/4にあたる部分を摩さ 1cmの輪
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I1z郎総長
(l) 

F前 (3/4)

A 

第2l>gl ダイコンの垂直方向 (A) と水平方向 (B)の
部位のサンプリング

A: 桜者1; から十足立識を I~ミいた記念 i毛を I としてi!1~ f1I5か

らの:1返さが 114，1/2および3/4をrll心に

厚さ 1cmの部{立をそれぞれ上:;tj5，中部および

f音15とした

B : K~ f!'i:ÎiI仰のサンプリング後，採lfi(.した断倒に

おいて内保IJと外側のlIii右りとがとなる部
伎を内1l!1J(実線に凶まれた部分)と外側(実

線より外の部分)とした

切りにし，それぞれ上部， r:I:1部および下部とした(第 2

関A). さらに 9JJ6EIに播種し， 11月16EIに収穫した

ダイコン 7品種について，上部， rllJ'illおよび下部のIf)而i

の内pjと外!愉がrIii積比で、 1 1となるよう内11!1Jと外側に

分けた(第 2区IB). それぞれの部位を凍結乾燥させ，

粉末化し，分析まで 30
0

Cで保存した.

2 )イソチオシアネート含有設の測定

イソチオシアネート合有量のiJ!U定は，イソチオシアネ

ートを1，2-ベンゼンジチオールで環化縮合反応させ，ク

ロマトグラフィーにおいて{段Ye皮ヰEカサ1"常に高く， 1itf本

で安定的な1，3ベンゾジチオールー2ーチオンを生成させ

るZhangら18)の方法から，イソチオシアネートのお11I1JI 

と環化縮合反応試薬のj創立を改変させ以下のとおりで行

った.

供試材料の凍結乾燥粉末50mgに70%(v/v) メタノ

ールを3.0ml加え， 80
o

C， 300 rpmで、30分間J反とうする

ことで， 17ヨ在酵素のチオグルコシダーゼ、を失活させると

ともに，グルコシノレートを抽出した.その後，遠心分

離 (3，000rpm， 10 min) し，上i青を孔径0.45μmのフィ

ルター(東洋諸紙)でろ過し，グルコシノレート抽出液

とした.グルコシノレート抽出液1.0mlに対し， 1.0 ml 

の超純水と0.5mlの1.0Unitlmlチオグルコシダーゼ/PBS

(リン酸緩衝生理食塩水)を添加し，混手LI後，室温で30

分間酵素反応させた.酵素反応で生じたイソチオシアネ

一トを酢酸エチル!日へ移行させるために， 5.0 mlの酢酸

エチルを加え， 20
o

C， 200 rpmで、10分11¥)振とうさせ，迷

心分離 (3，000rpm， 5 min) した.酢酸エチル1'1fI1.0ml 

に対して1.0mlのメタノールを力"え，i.見和して0.5mlを

採取し， 0.5 mlの50mMホウ酸ナトリウム緩衝液

(pH8.5) と0.05mlの 8mM  1，2-ベンゼンジチオール/メ

タノールを加え，i昆手11後， 65
v

Cで60分間，環化総合反

応、を行い， 1，3-ベンゾジチオールー2-チオンを生成させ

た.反応後，窓jiiiまで放冷させ，孔筏0.45μmのフィル

ター(東洋諸紙)でろ過し，分析)目試:f-'Iとした.

分析は高速液体クロマトグラフ(狂PLC)装置 (Waters

co.， Allience HPLCシステム)と検出器 (Watersco.， 

フォトダイオードアレイ十会w器 2996)を用い， Zhang 
ら19)の方法から流速を変え，以下の条件で行った.分

布?には，カラムはCOSMOSIL5C]呂田AR-II (ナカライテ

スク，内控4.6mm X長さ150百lffi) を}FJい，カラムiJirU交を

35
0

Cに設定した.検出波長は365nmとした.移動材|に

80% (v/v) メタノールをJIJいて流速を1.0mllminとし，

10分間分析した.定量は， 30， 50および100μMフェネ

チルイソチオシアネート (Sigma)/酢酸エチルを外部

襟準品としてJlJいて i二記と同様の方法で環化結合反応を

行った後， HPLCで分析し，ピーク而積と既知の濃度か

ら』食i許取iを刊z成することで、行った.イソチオシアネート

含有設はフェネチルイソチオシアネート換算 (MW:

163.24)の{rMとした.

3 )統計処理

統計的な比較は，分散分析あるいは多重比ij変検定によ

って行った. さらに， 12月10EjJ!又干生のミニダイコン 6

品種の根部におけるイソチオシアネートの分布特性を分

類するため， J二ml，rll部および下部の三項目におけるイ

ソチオシアネート合有益の平均艇を用いて，階層的クラ

スター分析を行い標準化ユークリッド平方距離による重

心法により樹JI~I>gJ を作成した.これら全ての統計処理に

はフリーの統計角平和?ソフトであるR(ヌー2.11.1)を用い

た.

全土
iJil:l 果

1)異なる栽培時期における夏系青1首ダイコンのイソ

チオシアネート含有量

異なる 2つの栽培H寺期(8 JJ 28 EI 収穫と11月16日収

穫)における夏系青苦ダイコン 3品種(‘スーパー夏信

‘夏の砦'および‘夏っかさ，)のイソチオシアネート含

有量を第 31>gJに示す.夏系青首ダイコンのイソチオシア

ネート含有量は，栽培時期に関わらず， ド古1Iが上音1Iや中

部に比べて多かった. 8月28EI収穫では ‘スーパー夏
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第 31立iiiもなる栽培時刻jとi'iI¥f立の背首ダイコンにおけるイソチオシアネート含有泣

問中の縦旅は標準偏差 (11= 3) 

~lj1なるアルファベット 111]には同一の収穫1:1 と，1'r'1 f!T(においてTukeyi:去により 5%水準で、有~O~ir:.あり

z * * * *ペネはそれぞれ0.1%，1%， 5%水準で手fJ，:J":， nsは5%水冷で有立でない

信'と・夏っかさ'のド古1¥がそれぞれ54.3mg/100 

gFW (以下，mg/lOO g) と53.1mg/lOO gで最も多く，

次に‘支の砦'の 1'"部が多く (42.1mg/100 g )， J'， ;~I\ と

I:!:r 部の含有故は26.3~36.7 mg/100 gの範1mであった.

11月16口収穫のイソチオシアネート合有抵は‘スーパ

ー夏伝¥‘夏の砦'および‘夏っかさ'の下部では，

それぞれ26ふ 36.2および37.4mg/lOO gであり 8月28

EI収穫の f部に比べて51，30および14%少なかった.

k部と I:!:I部のイソチオシアネート含有法は8.1~20.1 

mg/100 g の範 WI であり 8 月 28 日収穫に比べて28~

65%少なかった.収穫HとrWr1lT[の問に交lH引IJが認め

られ，二つの栽培H担割におけるイソチオシアネート合有

:誌の変化は品干垂によって異なった.収穫日と品干1T[IIIJを除

いて交互作)IJは認められなかった.

2 )青首ダイコンと I~II吉ダイコンの 7 rrdlT1T[のイソチオ

シアネート含有量

夏系青首ダイコン 3品種，秋系75首ダイコン 2品種お

よび夏秋系白首ダイコン 2r'I'r1l種の根部におけるイソチオ

シアネートの分布を第 1去に示す.イソチオシアネート

含有量は，品種や内側と外11l1J(水平m¥位)に関わらず，
rm¥が上部やI宇部に比べて有意に多く，夏秋系白首ダイ
コンの‘NR303' の内側では j二部，仁|哨1¥および下部の}llfi

で、有意に多かった.内側と外側のイソチオシアネート含

有量については， EZ系青首ダイコン 3品種で、は‘夏の砦'

の下部を除くすべてで有意な藻は認められなかったのに

対し，秋系青首ダイコン 2品種で、は品種に関わらず，上

部と i二|哨1\で内{員IJのイソチオシアネート含有量 (5.7~10.0

mg/lOO g) が外側 (4.5~7.1 mg/100 g )に比べて有志

に多かった.Zl t火系 I~I ダイコン 2 r'r71稲で、は i二 :i}I~の外側

のイソチオシアネート合有:ii::が内側に比べて有意に多か

ったが， ql部と|サ1¥ではイソチオシアネート合有.:1:':の水

平分布に差は認められなかった.分散分析の結果 r¥MA

と水平方向のi首位との問に交lL作)!Jが認められた.

夏系首ダイコン，秋系予j二首ダイコンおよび夏秋系白

首大十Rの3つの系統における部位ごとのイソチオシアネ

ート合有拾を第 2去に示す. 3つの系統問でイソチオシ

アネート含有哉は有志;な差があった.部位ごとにイソチ

オシアネート含有;ii-を比較すると，下部の内似IJでは，夏

系青荷ダイコン (31.9mg/100 g )は秋系古:首ダイコン

09.3 mg/100 g )や夏秋系白首ダイコン (20.5mg/lOO 

g) に比べて多く， Ti'iI¥の外側では，夏系ff首ダイコン

のイソチオシアネート合有量 (34.8mg/lOO g )は秋系

llfl"iダイコン 06.3mg/lOO g )に比べて多かった.

3 )ミニダイコン 6品種のイソチオシアネート合有量

ミニダイコン 6rWr種(官mR，lOl'， ‘i床いちばん紫

‘tJeだいこん¥ ‘おいばね¥ ‘おむすびッシュ'および

‘ホワイトスティック，)のイソチオシアネート含有量を

第 4[~I に示す. ミニダイコンのイソチオシアネート含有

は，‘おいばね'のド者1¥が16.9mg/lOO gと最も多く，

叫といちばん紫'の上部 (4.9mg/lOO g )が最も少なく，

11月16日収穫の青首ダイコンや白首ダイコンに比べて

少なかった.各品種におけるイソチオシアネートの垂直

方向の分布について， ‘おむすびッシュ'と・ホワイト

スティック'は|二部(それぞれ5.3と6.5mg/lOO g ) ，中

部(9.6と9.7mg/lOO g )および下部(13.8と15.5

mg/lOOg) のJllfiに有志に多くなり，‘祝だいこん'の下
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第 1表 ダイコン 7品種のイソチオシアネート含有量の分布

系統 品種 垂直f'i[;l立
イソチオシアネート含有量 (mg/100gFW) 

内側l 外側 t検定z

i二部 9.5:t 1.8 b 6.8:t 1.1 b ns 

a スーパ-~信' 中部 13.4:t 0.9 b 9.0:t 2.9 b ns 
一下奇[; 27.3 :t4.5 a 26.0土8.9 a ns 

上部 11.5土2.8 b 13.l:t 3.7 b ns 

夏系青首 ‘夏の砦' 中部 16.2土3.2 b 17.9土2.7 b ns 

下奇[; 32.6土8.2 a 39.5土7.1 a * 
上部 14.6:t 2.0 b 14.5土2.4 b ns 

‘;変っかさ' ~IJ 古1; 20.3土3.4 b 19.9:t 4.2 b ns 

下吉1; 35.8土2.9 a 38.9土2.8 a ns 

上部 5.7:t 1.4 b 4.8土1.3 b * 
‘冬人88' 中古1; 9.7土1.9 b 7.1 :t 1.7 b * 

秒t)(;ij氏~c，'î']ドî
下f"Il; 19.8土1.9 a 17.2土2.8 a ns 

J:l'f[; 7.3土0.4 b 4.8:t 1.0 b 場

‘優等生' Iド奇[1 1O.0:t 1.3 b 4.5土1.8 b 持Z

ード音[i 18.8:t 1.9 a 15.4土4.0 a ns 

t音11 8.6:t 0.6 b 1O.9:t 0.9 b * 
‘f産自' 中古[1 9.4土0.8 b 10.9土2.3 b ns 

夏秋系白"ei
21.1土1.5 a 25.9土5.3 a ns 

上部 4.9土1.0 C 13.2土2.0 b * 
'NR303' 1:1:1音11 9.7:t 0.5 b 13.5:t 3.5 b ns 

下古[1 19.9土2.6 a 27.2土3.7 a ns 

分ii幻対庁Y 品稜 (A) *** 
垂直音[;位 (B) ホ**

7J( IFedl¥ f]'[ X (C) ns 

AxB ns 

AxC * 
BXC ns 

AxBXC ns 

1ifiは平均土標準備蒸 (n= 3 ) 

奥なるアルファベットは， 1可列と同一品磁においてTukey法により 5%水準で有志;羨あり
* (土内官!iJと外側のイソチオシアネート含有量について t検定により 5%水準で有志;差あ
り， nsは5%水準で有7よく差なし
本**， *はそれぞれ， 0.1%， 5%水準で有意， nsは5%水準で有意でない
x 水平音1¥位:内狽IJと外側

部 05.1mg/lOO g) は，上部 (7.0mg/lOO g )や中部 すびッシュ¥‘ホワイトスティック'および‘祝だい

(8.9 mg/100 g )に比べて有意に多かったのに対し， こん， (クラスター1)， 'NmR-101' と‘味いちばん紫'

'NmR-101' (5.9~8.6 mg/100 g )，‘味いちばん紫， (4.9 クラスター 2)，および‘おいばね， (クラスター 3) 

~6.4 mg/100 g )あるいは‘おいばね， (l 3.9~16.9 の 3つのクラスターに分類された.

mg/100 g)のイソチオシアネートの量産方向の分布に

有意な差は認められなかった.また， ミニダイコン 6品

種のイソチオシアネート合有量の変動係数は，上部，中

部および下部で5.2~6 1.4%の範聞であった.‘祝だいこ

ん'のイソチオシアネート含有量の変動係数は37.7~

61.4%であり，他品種 (5.2~24.5%) の 1.6~7.3倍の債と

なって個体関の差異が大きかった(第 3表). 

各品種の上部，中部および下部におけるイソチオシア

ネート含有量の平均値を基に行った階層的クラスター分

析の結果を第5閣に示す.ミニダイコン 6品種は‘おむ

考 要~
;;r.:; 

江崎・小野崎7)は短形宮重総太ダイコンの根部を 6

等分して部位ごとのイソチオシアネート含有量を比較

し，ダイコンは先端部に近づくにつれてイソチオシアネ

ート含有量が多くなり，最先端部では頭部の約10倍も

多かったことを示した.このことは，青首や白首ダイコ

ンのイソチオシアネート含有量が，栽培時期に関わらず，

下部が上部や中部に比べて有意に多かったという本報告



があり，さらに，イソチオシアネートの水平方向の分布

に違いが認められた.また，夏系青首ダイコンの下部に

おけるイソチオシアネート含有量は，内側では秋系青首

や夏秋系自首ダイコンに比べて有意に多く，外側では秋

系青首ダイコンに比べて有意に多かった.作型に合わせ

て収穫した 7品種のダイコンのイソチオシアネート含有

量が品穣によって異なるという報告 7)では，品種によ

るイソチオシアネート含有量の違いが品種による相違な

のか，栽培時期による差なのか明らかではなかった.一

方，本報告では，品種によってイソチオシアネート含有

量が異なり，間じ育者ダイコンであっても，夏系のダイ

コンのイソチオシアネート含有量が秋系のダイコンに比

べて多い傾向であり，同一の品種であっても栽培時期に

よってイソチオシアネート含有量が異なっており，夏季

収穫(8月6日収穫)の方が秋季収穫 (11月16日収穫)

に比べて多いことを明らかにした.

イソチオシアネートの水平方向の分布について，夏秋

系白首ダイコンの上部では内仮IJに比べて外側が有意に多

ミニダイコン 6品種のイソチオシアネート含有

量の変動係数

ミニダイコンのイソチオシアネート含有量に基

づく樹形園

各品種のよ音1¥，中部および下部のイソチオシアネ

ート含有量の平均値(‘祝だいこん n 9，そ

の他の品種 n= 3) を用いた標準化ユークリッ

ド平方距離に基き，重心法によって階層的クラス

ター分析を行った

下部

20.9 

23.4 

37.7 

18.9 

5.8 

5.2 

10 

標準化ユークリッド平方Z日時前

24  6 8 

変動係数(%)

上部中部

11.9 10.5 

16.3 13.5 

61.4 48.3 

22.1 14.0 

24.5 24.0 

12.3 12.4 

その他の品種 n= 3 

。

‘NmR-101， 

'1Ii/ミいちばん紫'

‘祝だいこん'

‘おいばね'

‘おむすび、ッシユ'

‘ホワイトスティック'

?見だいこん n=9， 
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の結果と一致する.

夏系青首ダイコンにおけるイソチオシアネート含有量

は 8月 6日収穫が11月16日収穫に比べて多かった.

このことは，春まきと晩夏まきの 2つの作型で栽培した

青首ダイコンの‘夏みの早生 3号'と白首ダイコンの

官t病総太り'におけるイソチオシアネート含有量を比

較し両品種とも晩夏まきに比べて長日と高温に向う春

まきの作型で、含有量が多かった報告ll) と一致する.

分散分析の結果から，同時期に栽培した青首と白首ダ

イコンのイソチオシアネート含有量は品種陪で、有意な差

***は0.1%水準で有意， nsは5%水準で有意でない

2要因以上の組合せはすべて 5%水準で有意でない

y 水平吉~位:内仮IJ と外側

値は各系統の平均(夏系脊首 n=3，他の系統:n = 2) 

異なるアルファベットは，同列と同一重複部位において

Tukey-Kramer法により， 5%水準で有意差あり

|週中の縦様は標準偏差(‘祝だいこん'

他の品種・ n= 3) 

異なるアルファベット問には同一品種において

TukeY1:去により 5%水準で有意差あり

ミニダイコン 6品種におけるイソチオシアネー

ト含有量

部
畑
山
部

上
中
下

組
口
口

n 9， 

ダイコン 3系統のイソチオシアネート含有量

イソチオシアネート含有量

(mg/100 gFW) 

内 nllJ 外側

11.9 a 11.5 

6.5 a 4.8 

6.8 a 12.1 

16.6 a 15.6 

9.8 a 5.8 

9.5 a 12.2 

31.9 a 34.8 

19.3 b 16.3 

20.5 b 26.6 

a 

b 

ab 

a 

a 

a 

a 

a 

a 

ネキ*

*** 
ns 

a 
a 

EZ系青苔
秋系青首

夏秋系自首

夏系青首

秋系育普

夏秋系白首

夏系育普

秋系青首

夏秋系自首

系統

垂直部位

水平部位E

統ザボ

分散分析2

垂直音1¥位

音1¥

~"fV 
TIP 
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くなったのに対し，夏系青首ダイコンでは‘夏の砦'の

下部を除いて内側と外側に有意な差は認められず，秋系

青首ダイコンの上部と中部では外側に比べて内側が有意

に多くなった.このことは，市販されている青首ダイコ

ンの垂産方向の中央部(中部)で2cmの厚みで、切断し，

鋭面におけるメチルチオブテニルグルコシノレートの分

布を調べ，内側に比べて外側が有意に多くなった報告13)

や，ダイコンの師部におけるメチルチオブテニルグルコ

シノレート含有量が木部に比べて多かったという報告12)

と異なる.これらの報告とは検出目的の物質や供試材料

の採取方法の違いが挙げられるが，本報告の結果と異な

る原因を明確にするには更なる研究が必要である.

ミニダイコンの品種の中には，‘祝だいこん¥ ‘おむ

すびッシュ'あるいは‘ホワイトスティック'のように

ダイコンや白首ダイコンと同様のイソチオシアネー

トの垂産方向の分布を示す品種も見られたが， ‘NmR-

101' ， ・味いちばん紫'あるいは‘おいばね'のように，

上部，中部および下部のイソチオシアネート含有最の差

が小さい品種も見られた.これは，ミニダイコンの根長

が青首や自首ダイコン品種に比べて銀く，上部，中部お

よび下部の開の距離が小さいことが原因として考えられ

る.

イソチオシアネートの垂産方向の分布に品種ごとの傾

向が見られたことから，階層的クラスター分析を行い，

分布の傾向が異なる三つのクラスターに分類した.クラ

スター 1は，サラダ、や煮炊き用に育韓された‘おむすび

ッシュ'と‘ホワイトスティック'に‘祝だいこん'を

加えた 3品干重であり， これら 3品干重は，イソチオシアネ

ート含有量が上部から下部にかけて段階的に多くなる傾

向を示した.クラスター 2は酢漬けなどの加工用に育成

された赤ダイコンや紫ダイコンの品種である‘NmR-

101 'と‘味いちばん紫'の 2品種で構成され，イソチ

オシアネート含有量が少なく，垂産方向の部位間の差が

見られなかった.クラスター 3は，薬味の用途に適した

辛味ダイコンの‘おいばね'であり，イソチオシアネー

ト含有量はまま寵方向の部位に関わらず，安定して多かっ

た.目的の用途に合わせて育種された系統ごとにイソチ

オシアネート含有量の傾向が類似していることが明らか

となり，これまで，正月の雑煮用という限られた用途で

のみ消費されている‘祝だいこん'はサラダや煮炊き用

のダイコン品種と同様の傾向を示したことから，新たな

用途が期待できる.

‘祝だいこん'の利用拡大を考癒すると，秋季収穫に

比べ夏季に収穫したダイコンのイソチオシアネート含有

量が多かったことから， ‘祝だいこん'を夏季に収穫出

来れば，辛味の強いおろし用ダイコンとしての利用が期

待できる.また，夏系のダイコンが同時期に栽培した秋

系や夏秋系のダイコンに比べ，高いイソチオシアネート

含有量の値を示したことから，夏系のダイコン品種は機

能性食材として販売を促進するうえで有用で、あると考え

られる. ‘祝だいこん'が属する四十呂群のダイコンは

耐暑性がある夏ダイコンの品種である10) ことから，‘祝

だいこん'を夏季に収穫することも可能で、あり，機能性

食材として有用であると推測される.冬季 (12月10日)

に収穫した‘祝だいこん'について他のミニダイコン品

種と比較した結果，イソチオシアネート含有量の分布は

サラダや煮炊き用のダイコン品樟と同様の傾向であり，

さらに，下部のイソチオシアネート含有量は辛味ダイコ

ンとして利用される‘おいばね'と間程度に高く，幅広

い用途が示唆された.しかし，他のダイコン栽培品種に

比べ‘祝だいこん'のイソチオシアネート含有量は個体

によるパラつきが大きいことも明らかとなった.今後，

‘祝だいこん'の市場的価値を高めるためには，夏季収

穫におけるイソチオシアネート合有量をミニダイコン以

外のダイコン品種と比較することやイソチオシアネート

を安定的に含有する‘祝だいこん'の新品種を育成する

ことが必要であると考えられる.

要 車包

夏系青首ダイコン 3品種，秋系青首ダイコン 2品種，

夏秋系白首ダイコン 2品種および「大和の伝統野菜」の

一つである‘祝だいこん'を含むミニダイコン 6品種に

ついて，異なる栽培時期，根部の部位別のイソチオシア

ネート含有量を評価した.その結果 8月収穫の夏系青

ダイコンのイソチオシアネート含有量は11月収穫に

比べて多かった.青首や白首ダイコンのイソチオシアネ

ート含有量は上部や中部に比べて下部の方が有意に多か

ったが， ミニダイコンの中には垂直方向の部位の含有量

に大きな差が見られない品種もあった.夏系青首ダイコ

ンは秋系青首ダイコンや夏秋系自首ダイコンに比べて，

イソチオシアネート含有量が多い傾向を示した.ミニダ

イコン 6品種における垂直方向の部位ごとのイソチオシ

アネート含有量を基にクラスター分析を行った結果，傾

向が類似する三つのグループに分類でき， ‘祝だいこん'

はサラダ用に育種されたミニダイコン品種である‘おむ

すびッシュ'や‘ホワイトスティック'にイソチオシア

ネートの分布が類似することが分かつた.
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